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研究成果概要 

本研究では、大気ミューオン観測を通した、100 GeV領域における低エネルギー銀河宇宙

線の強度変動や異方性、突発的現象を、「宇宙天気事象」と捉え、新たな宇宙天気観測手法

の確立を目指すとともに、その背景にある基礎原理（宇宙線と宇宙磁場との相互作用など）の

解明を目指す。そのために、我々は日印共同宇宙線実験GRAPES-3のミューオン観測装置と

宇宙線研究所明野観測所のミューオン観測装置による同時観測の実現を目指している。 

2019 年度では、前年から定常観測を開始した M5 ミューオンステーションの安定運用と、

M1、M8 ミューオンステーションの再整備のための作業を行なった。これらに関連し、明野観測

所において以下のような活動をおこなった。 

１． 3月 1日～4日：GRAPES-3共同研究者の S.K.Gupta氏等と明野観測所に滞在し、日印ミ

ューオン観測についての打合せを行なった。気象観測データサーバーの更新を行なった。 

２． 3月 22日～ 24日：不良となった M8DAQ PCの回収し、中部大学に持ち帰ってデータの

復旧と修理を行なった。M5 ミューステーションにあるノイジーな比例計数管の調査を行なった。   

３． 4 月 18 日～20 日：キャンパス計画停電への対応を行なった。M5 ノイジーカウンターの調

査と修復を行なった。 

４． 5 月 24 日～25 日：北杜市内の大規模停電により停止した、ミューオンステーションの復旧

を行なった。停電により起動しなくなった遭ったサーバーの修復を行なった。 

５． 6月 13日～15日：停電により故障したサーバーの交換作業を行なった。M1,M5,M8のミュ

ーオンステーションのフロントエンド回路の清掃（煤の拭取りなど）を行なった。フロントエンドに

繋がる低電圧系統のチェックを行ない、一部に修繕を施した。 



６．11月 15日～ 16日：M1, M5, M8の建屋の清掃、隙間の修繕など冬支度を行なった。 

７． 3月 1日～ 3日：GRAPES-3共同研究者の S.K.Gupta氏等と明野観測所に滞在し、日印

ミューオン観測についての打合せと論文に関する議論を行なった。 

これら作業や活動のために、大嶋が 6 回、田中（＋学生）が 2 回、柴田（＋学生）が 1 回、小

島が 1 回、明野観測所に出張した。M5 ミューオンステーションは１年以上の安定した連続観測

を続けることができた。また、本研究に関連する活動や成果は、日本物理学会をはじめ関連学

会で発表し、学術論文として公表している。 
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